
付紙様式第２

富良野市

全　　　　　　体： ～
本年度実施分： ～

道路改良工事

全　　　　　　体： 工事延長　Ｌ＝５１７．６ｍ 道路幅員　Ｗ＝５．５ｍ（７．５ｍ）＋１．７５ｍ×２

本年度実施分： 工事延長　Ｌ＝１２９．３ｍ 道路幅員　Ｗ＝５．５ｍ（７．５ｍ）＋１．７５ｍ×２

全　　　　　　体： 平成２６年度～平成２９年度

本年度実施分： 平成２９年９月～平成３０年１月

円 円 円 円 円 円
136,784,000 41,860,800 178,644,800

円 円 円 円 円 円
111,773,000 40,860,800 152,633,800

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

無

３２年度
予定

合計

事業費

交付金額

補 助 事 業 の 成 果 及び
評 価 並 び に 地 域 住民
へ の 周 知 の 実 施 状 況

　事業実施後、地域住民から聞き取りを行った結果、「道路の陥没がすべて無くなり車両走行時の
騒音・振動が無くなった」、［車道と歩道の区別ができたので歩きやすくなった」等の改善されたこと
が確認できたことから地域の安全,円滑な通行に寄与していると評価することができる。
　また、「工事案内文」の配布及び富良野市のホームページに特定防衛施設調整交付金事業で実
施した旨掲載し、地域住民への周知を行った。

事 業 費 及び 交付 金額

２８年度
まで

２９年度
３０年度
予定

３１年度
予定

補助事業の成果の目標

　当該路線は昭和５６年に供用開始して以来、３５年経過した簡易舗装のみの未改良道路である
が、市内の高校に通う学生の通学ルートとして利用されており、朝夕の通学時には歩道が無いこと
から車道部に通学生が溢れ、歩行者の安全確保並び車両の通行に支障をきたしている。
　また、経年劣化の為、舗装部の損傷が激しくクラック・陥没等をパッチングや部分補修で対応して
いる状況である。
　このため、歩道の整備及び、道路改良を行い近隣住民の生活環境の改善を早急にはかり、安全、
円滑な通行に資する環境を整備する。

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

事業の改善措置及び今後
の対応

　次年度以降計画している路線についても地域住民の理解と協力を得ながら事業を推進していく。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名 上富良野演習場関連公共用施設（交通施設：東６条道路改良舗装）整備事業

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所
富良野市幸町１１番１号 富良野市日の出町３番１号
富良野市日の出町１０番２号 富良野市日の出町３番１号



富良野市

発電機２５ＫＶＡ ２　台
水中ポンプ８インチ ２　台

平成３０年１月～平成３０年３月

円 円 円 円 円 円
3,909,600 3,909,600

3,517,200 3,517,200

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

合計

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　調整交付金事業で発電機・水中ポンプを整備することで浸水災害時において迅速に対応
することができるようになり、周辺住民の生命及び財産を守りかつ地域の防災力向上及び
災害応急体制の充実が図られた。
　また、市ホームページに防衛省調整交付金事業で実施した旨掲載し、発電機本体に表記
することで、地域住民へ周知を行った。

事業の改善措置及び今後
の対応

　今後も災害に対し、迅速に対応できる体制の充実を図るため、計画的に整備を進めてい
く。

補助事業の成果の目標

　本事業で発電機・水中ポンプを整備することで、近年多発している集中豪雨及び台風に
よる長期大雨、融雪時の河川増水等の浸水災害時においても迅速に対応できるようになり
周辺住民の生命及び財産を守り災害応急体制の充実を図る。

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

事業費及び交付金額

平成28年度 平成29年度
平成30年度
予定

平成31年度
予定

平成32年度
予定

事　業　評　価　書

補 助 事 業 名 上富良野演習場関連特定事業（防災に関する事業:災害備品整備）

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所 富良野市車両センター（富良野市花園町２番３３号）


